
令和２年度 学校経営報告 

 

令和２年度の取組と自己評価 
次年度以降の 

課題と対応策 柱 
教育活動の目標取組 

と自己評価 
重点目標への取組と自己評価 

数値目標等の達成度合い 

２年度実績 元度実績 

Ⅰ
 

学 

習 

指 

導 

補
習
講
習
の
充
実
・
学
習
習
慣
の
定
着
・
読
書
活
動
の
推
進 

(1)授業とともに、

補習講習を充実さ

せ、進路希望実現に

必要な学力を身に着

けさせた。 

 

(2)自学自習の励

行、資格試験の奨

励、学習課題の工夫

などで、学習習慣を

定着させることがで

きた。                            

 

 

 

 

(3)読解力向上を目

指して読書活動を推

進した。 

(ｱ)短縮された夏季休業や冬期休

業であったが、放課後等の補習

や講習を含め、学校全体で計画

的に実施できた。 

 

 

(ｲ)学年棟の自習室を設置し、日

常や定期考査期間中の自習環境

を充実させた。 

(ｳ)資格試験を奨励し、授業や講

習、課題等で必要な指導を行っ

た。 

(ｴ)効果的な課題の与え方につい

て工夫できた。 

 

 

(ｵ)授業、課題作文など読書活動

を活発化できた。一方、感染症

拡大に伴い、ビブリオバトル、 

他校交流などができなかった。 

夏期講習40講座 

 

 

 

 

 

放課後の補習・講

習を組織的に実施

した。 

１日30分以上の家

庭学習は、全体の

62% 

漢検合格者13名、

英検合格者7名 

 

 

月2冊以上読む生徒

は、全体の19%以

上 

 

夏期講習50講座 

 

 

 

 

 

放課後の補習・講

習を組織的に実施

した。 

１日30分以上の家

庭学習は、全体の

40% 

漢検合格者14名、

英検合格者11名 

(1級1名) 

 

月2冊以上読む生徒

は、全体の21%以

上。 

成瀬高校との読書

交流会の実施 

 

補習・補講は60講座

以上を確保。 

教科と学年で連携し、

学力上の課題を解決す

べく、講座を計画的に

実施し、早期に生徒へ

の周知を行う。 

 

各種検定の補講・補習

と連携した組織的取組

みにより受検者数の一

層の向上、家庭学習の

課題の内容、提出の方

法の改善を図る。 

 

 

新設する図書館運営委

員会や、学年や科会を

中心に検討し、教科で

の読書活動の推進を継

続して行い、月2冊以

上読む生徒を全体の

25%以上にする。 

授
業
時
間
確
保 

(4)臨時休業の影響

を最小限に抑え、進

路希望実現に必要な

学力を身に着けさせ

た。 

(ｶ)年間行事計画の再検討で、授

業時間の確保を図った。 

(ｷ)授業規律の維持を図った。 

チャイム着席する習

慣から時間を守る意

識の生徒が90%に

なった。 

 

 

チャイム着席する習

慣から時間を守る意

識の生徒が92%に

なった。 

授業時間を確保する為

にチャイム着席の習慣

定着は、継続して取り

組む。 

授
業
改
善 

(5)指導内容と方法

を工夫し、授業力を

向上させた。 

 

 

(6)生徒による授業

評価を分析し、授業

に反映させた。 

 

 

 

 

(7)アクティブ・ラ

ーニング的手法など

で、思考力・表現力

等を高めるととも

に、学習内容の定着

を図った。 

 

 

(8)「学力スタンダ

ード」の結果を教科

会で検討し本校の指

標を明確化、学習活

動の改善に努めた。   

(ｸ)相互授業見学を実施した。授

業者は自分の課題を認識し、見

学者は報告書でフィードバック

した。 

 

(ｹ)若手教員の研究授業を契機

に、全体の授業力を向上させ

た。 

 

(ｺ)生徒による授業評価を年２回

実施し、授業改善に活かした。  

 

(ｻ)総合探究委員会、「教育課程

研究指定校事業」等で、指導や

評価の研究に取り組み、言語活

動や探究学習等を活発にした。 

 

(ｼ)学力向上推進委員会や教務

部、進路部で学力検査、模擬試

験等を、教科会で定期考査、学

力調査問題、課題テスト等を分

析し、課題発見と改善に努め

た。 

 

(ｽ)次期教育課程の検討を進め

た。 

 

報告書提出 

 各学期83％ 

 

 

 

生徒の授業満足度

80％ 

 

授業が学力向上や

進路実現に役立っ

ている 

教員94% 

生徒81% 

 

教材研究、指導方

法を工夫している 

教員100%。 

生徒80% 

 

思考力･判断力･表

現力を育てる授業 

教員96% 

生徒81% 

報告書提出 

 各学期100％ 

 

 

 

授業満足度69％ 

 

 

ＩＣＴ機器を活用し

た授業70%以上 

 

 

 

 

教材研究、指導方法

の工夫がある 

68%。 

 

 

言語活動を導入した

授業90%以上 

 

 

主権者教育等を外部

機関と連携して実

施。 

授業者ごとに課題とな

るテーマを事前に全員

提出させ、授業改善の

視点を明確化する工夫

をしてゆく。 

次年度は、授業満足度

８5%。 

 

 

 

 

 

 

 

教材研究、指導方法の

工夫９5%を目指す。 

 

 

 

アクティブ・ラーニン

グ型の授業スタイルの

工夫・改善を研修し、

進路指導とも連携した

言語活動の向上を継続

して目指す。 

 

次期教育課程は引き続

き検討し決定する。      



総
合
的
な
探
究
の
時
間
（
道
徳
・
奉
仕
） 

 

(9)「総合的な探究

の時間」などでキャ

リア教育等を推進

し、自己の在り方・

生き方を見つめさ

せ、課題発見とその

解決に取り組ませ

た。 

 

(10)オリパラ教育

や異文化体験 

(ｾ)アクティブ・ラーニング的手

法や体験活動等により、自他理

解、課題解決、在り方・生き方等

について主体的に考え、発表する

機会を設けた。 

 

 

 

 

(ｿ感染症対策の影響で、オリパラ

講演会などはできなかったが、各

教科内の授業で、国際社会への興

味関心を高めることができた。 

「自己や人間関係

を考えるきっかけ

となった」68% 

「自分の将来を考

えた」76% 

 

 

 

 

「自己の見直しが

出来た」70% 

「人間関係を考え

る手がかりになっ

た」67% 

 

 

 

 

「異文化理解が深

まった」73% 

 

総合的な探究の時間を

通じて、地元地域の探

究やキャリア教育か

ら、地域や自身の課題

を発見し、解決に導く

力をさらに付けさせ

る。「自己や人間関係を

考える」70％、「自分

の将来を考える」80%

にする。 

 

世界と地域の文化、特

徴等を踏まえたオリン

ピアン・パラリンピン

との交流を促進 

Ⅱ
 

生 

活 

指 

導 

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成 

(1)規律正しい生活

習慣や規範意識の向

上の為に、集団生活

のルールやマナー等

について、教職員全

員で積極的に指導で

きた。 

(ｱ)遅刻指導、自転車指導、服装指

導等を、学年と生徒部が連携し

て計画的に実施した。 

(ｲ)交通安全教室、避難訓練等を、

関係機関と連携して実施した。 

(ｳ)全校で挨拶を励行した。 

学校の規則を遵守

している92% 

時間の管理ができ

ている90% 

登下校のマナーが

できている98% 

挨拶ができている

92% 

遅 刻 指 導 の 徹 底

91%. 

 

自転車マナー良好８１％ 

 

時と場所に応じた

身 だ し な み 指 導

91% 

学校の規則を遵守して

いる95%以上 

時間の管理ができてい

る90%以上 

登下校のマナーができ

ている98%以上 

挨拶ができている95% 

清
掃
・
美
化 

(2)校内や近隣の清

掃美化、花壇の整備

等に取り組んだ。 

(ｴ)美化委員を中心に美化活動、
生徒会やボランテイア部を中
心に花壇整備等に取り組み、そ
の活動を全校に広げた。          

 

美化委員による清

掃活動、生徒会を中

心とした有志も募

った花壇の整備等

を実施 

校内美化に努めて

いる82% 

美化委員による清

掃活動の他、部活の

有志で校舎外での

清掃活動や生徒会

を中心とした有志

も募った花壇の整

備等を実施 

「校舎内の清掃活

動は行き届いてい

る。」が全体の93% 

美化委員会を中心に主

体的に美化週間、美化

活動に取り組ませ、生

徒会、ボランテイア部

を中心とした花壇整備

の活動の規模を一層学

校全体で活発化させ、

「校内美化に努めてい

る」生徒が全体の90%

以上になることを目指

す。 

規
範
意
識
の
育
成 

(3)自己と他者を尊

重する態度を育て

た。 

 

(4)問題行動の早期

発見、早期対応に努

めた。 

 

(5)情報モラルにつ

いて多様な場面で考

えさせた。 

 

(ｵ)ルールやマナーについて、学

年集会や学年通信・メール配信

など多様な機会に周知し、生徒

観察や個人面談などで状況把握

に努めた。 

(ｶ)いじめアンケートやいじめ対

策委員会を活用し、課題に対し

ては毅然とした姿勢で学校全体

が臨んだ。 

(ｷ)情報科やホームルーム、家庭

と連携し情報モラルを育成。 

安全・安心な学習環

境が保たれている

84% 

いじめをなくすた

めの積極的な対応

ができている91% 

生徒の悩みに適切

な対応ができてい

る92% 

情報モラルの理解

97% 

規律の理解 

は全体の40%. 

「体罰等の取り組

みに積極的」 

80% 

 

 

「情報モラルが身

についた」96% 

安全・安心な学習環境が

保たれている90% 

いじめをなくすための

積極的な対応ができて

いる93% 

生徒の悩みに適切な対

応ができている95% 

情報モラルの理解98% 

 

 

Ⅲ
 

特
別
活
動
・
部
活
動 

学
校
行
事 

(1)臨時休業による

影響を最小限に抑え

るとともに、生徒会

を中心にした主体的

な取り組みの支援。 

 

(2)日本の伝統文化

を理解発信する取り

組み。 

(ｱ)感染症対策や緊急事態宣言の

影響により、文化祭、体育祭、合

唱祭、遠足、修学旅行、ロードレ

ースなどが中止となった。学年が

中心となって球技大会は実施で

きた場合もあった。 

 

学校行事や委員会

の積極的な取り組

み80% 

 

 

「学校行事を通し

て多様な生活体験

が出来た」81％ 

 

学校行事や委員会の積

極的な取り組み85% 

 

   

部
活
動 

(3)部活動を通じて、

達成感、連帯感、自他

尊重の精神を養っ

た。 

(ｲ)時差通学や緊急事態宣言の影

響により、充分な部活動を実施

することができなかった。 

(ｳ)部活動方針について保護者・

生徒と顧問で共通理解を図っ

た。         

 

部活動への積極的な

取り組み70% 

部活加入率70% 

 

体罰事故 0 

 

部活加入率69%

 1年97％ 

体罰事故 0 

外部トレーナーに

よるトレーニング

を実施し参加者

320名 

部活加入率73% 

体罰事故 0 

 

地域、中学校等との交

流試合等広報活動を活

発化させる。 

 



Ⅳ
 

健
康
づ
く
り 

健
康
の
保
持
増
進 

(1)学校と家庭、地域

関係者が連携し、生

徒が健康で安心安全

に学校生活を送れる

ようにした。 

 

(ｱ)学校保健委員会を中心に全校

で、感染症防止を徹底し、臨時休

業中・後の健康観察に留意した。 

 

(ｲ)保健体育、家庭科、特別活動等

で、健康増進について具体的な指

導を行った。 

熱中予防等事故発

生時の対応の理解

を深めた。 

体調不良や怪我へ

の適切な対応92% 

熱中予防等事故発

生時の対応の理解

を深めた。 

事故発生時対応訓練、

学校保健委員会を継続 

基本的生活習慣や健康

三原則(栄養・運動・休

養)の定着に努める。 

 

教
育
相
談
・
体
力
づ
く
り 

(2)「学校いじめ対策

委員会」「特別支援教

育委員会」を中心に、

全校で教育相談に取

り組み、心身ともに

健康で学校生活が送

れるように支援し

た。 

 

 

(3)体育祭、マラソン

大会、部活動等を通

じ、基礎体力の向上。 

(ｳ)カウンセラーを有効活用し、

学年・生徒部・保健室が連携し、

全校で情報共有や教育相談に取

り組んだ。 

 

(ｴ)発達障害について共通理解を

深めた。 

 

(ｵ)生命尊重教育を推進した。 

 

(ｶ)感染症の影響により、体育祭、

マラソン大会は実施できなかっ

たが、体育授業内での補強運動

などで体力向上に努めた。 

カウンセラーによ

る課題のある生徒

への対応方法の研

修 

 

特別支援に関する

委員会８回開催 

生徒の悩みへの適

切な対応92% 

 

テストで都平均値

を下回った種目の

改善に努める。 

カウンセラーによ

る課題のある生徒

への対応方法の研

修 

 

保健だよりの発行 

特別支援に関する

委員会11回開催 

 

カウンセラーによる市

と全員への個別面談の

早期化による課題の把

握 

 

特別支援教育の校内研

修、特別支援学校との

連携の充実化 

 

Ⅴ
 

進 

路 

指 
導 

面 
 

談 

(1)面談を充実する

ことで、進路意識を

喚起させ、進路希望

実現への取り組みを

支援した。 

(ｱ)進路部が模試データなど進路

情報を集約・分析・提供した。 

 

(ｲ)進路部と学年が連携して、生

徒一人ひとりの進路指導を検討

し、その成果を個人面談や進路

ガイダンス、保護者会等で活か

した。 

二者面談 

１年２回、２年２回 

３年３回 

 

三者面談 

１年２回、２年１回 

３年２回 

二者面談 

１年2回、２年２回 

３年２回 

 

三者面談 

２年１回、３年１回 

二者面談と三者面談の

複数回の開催と丁寧な

指導 

進
学
指
導 

(2)系統的進路ガイ

ダンスプログラムを

充実させた。 

 

(3)臨時休業の影響

を最小限に抑えるべ

く、進路指導や講習

補習を充実させた。 

 

(4)「進学指導研究

校」として高めた進

学指導力と教科指導

力、その実績をさら

に向上させ、「進学指

導研究校アソシエイ

ト」として、他校に情

報発信した。 

(ｳ)大学など外部機関も活用し、進

路ガイダンス、進路講演会、現役

大学生による進路説明会、面接指

導、資格取得、奨学金等の業務に

取り組んだ。 

 

(ｴ)オープンキャンパス参加で、進

学先の研究を進めた。 

 

(ｵ)模試の分析を実施して、その成

果を教科指導や進路指導等に活

かした。 

 

(ｶ)次期教育課程の検討とともに、

高大連携や共通テスト等、大学入

試の動向について情報収集提供

に努めた。 

 

(ｷ)学校選抜型入試やオンライン

面接など新しい入試制度や方法

へ柔軟に対処した。 

進路希望達成率91% 

進路資料や進路講話

の充実89% 

進路相談や面談など

の充実87％ 

計画的な進路指導 

88％ 

 

 

 

 

 

大学共通テスト 

受検者125名 

大学進学203名 

短大進学10名、 

専門学校65名 

看護9名 

(専門6名、大学3名) 

就職7名 

進路希望達成率88% 

「進路情報、アドバ

イスを十分提供して

いる」90% 

「進路指導は１年か

ら計画的に行われて

いる」92% 

「授業、ガイダンス、

補習,講習は進路実現

に役立っている」

90% 

 

大学センター受検

者105名 

大学 172 名 , 短大

15名、専門学校83

名,看護19名 

(専門13名､大学6

名,短大0名) 

就職10名 

進路希望達成率90% 

3年間の系統的進路ガ

イダンスの取組みを自

主作成した「進路ガイ

ダンス」に基づいて計

画的に実施してゆく。 

 

 

 

職業理解,文理・選択科

目についての理解、し

ごとセミナー、現役大

学生による進路説明

会、小論文指導、面接指

導、進路紹介セミナー、

オープンキャンパスへ

の参加奨励等を各学年

との連携を密接に図り

整備して実施してゆ

く。 

 

就
職
指
導 

(5)生徒の希望や適

性を考慮しながら、

望ましい勤労観・職

業観を育て、社会の

一員として活躍でき

る資質態度を育て

た。 

(ｸ)ハローワーク、東京仕事セン

ター等と連携した職業体験・しご

とセミナー・職業紹介・面接練習

や職場訪問等で、就職希望の実現

を支援した。 

(ｹ)職業人として必要な基礎学力

を身に着けさせた。 

      



学
力
向
上
と
推
移
の
把
握 

(6)学力向上推進プ

ランに基づき、授業

改善を行った。外部

実力テストを面談に

生かす工夫をした。 

 

(ｺ)学力向上推進委員会を設置

し、国・数・英・社・理で定期考

査、学力スタンダードの応用問

題を用いて学力調査を実施（２

回）。本校入試の学力検査成績を

分析し、授業改善等に役立てた。

「学力スタンダード」委員会を

開催し各教科での内容の検討を

行った。 

学力調査問題 

1,2年5教科で年2

回(10月、3月) 

課題テスト 

1,2年で3回（6月、

9月、1月） 

実力テスト等３回

（４月，9月、11月） 

学力調査問題を1,2

年5教科で年2回

(10月、3月)1,2年

で課題テスト3回

（4月、9月、1月）

実力テスト等３回

（4月，9月、11月） 

スタデイサポート、実

力テストを1,2年3回継

続して実施する。 

学力スタンダードを作

成し、本校の指標を明

確化し学習活動の改善

に努める。 

 

Ⅵ
 

募
集
・
広
報
活
動 

学
校
Ｐ
Ｒ 

(1)様々な手段を活用

して、本校に関する情

報を、正確・迅速に発

信し、理解を深めても

らうことができた。 

 

(2)学校説明会等の機

会を積極的に利用し、

組織的・計画的に広報

活動を推進し、本校へ

の理解を深めてもらう

ことができた。 

(ｱ)ホームページ、学校案内等
を工夫し、学校の特色を効果
的に伝えた。  

(ｲ)学校説明会用パワーポイント

を更新した。 

(ｳ)感染症対策のため人数を制限

しながら、学校見学・説明会、公

開授業、部活動見学等を行った

が、部活動体験や出前授業等は

できなかった。           

(ｴ)感染症防止のため、中学校・塾

訪問は十分にできなかった。           

(ｵ)学校説明会補足資料等を充実

させ、一貫した説明に役立てた。 

夏の学校見学会  

中学生数1109名 

, 

校内の学校説明会 

中学生数609名 

 

HPの更新 

335回以上 

 

HP閲覧月1回以上 

保護者43% 

生徒26% 

 

HPはPR活動に役立

つ 教職員85% 

保護者83% 

生徒73% 

夏の学校見学会  

中学生数1805名 

, 

校内の学校説明会 

中学生数1061名 

 

ＨＰの更新 

168回以上 

 

 

中学生来訪者数 

実数2000名以上 

中学校、塾訪問 

市内中学校各３回 

 

ＨＰの更新の継続、掲

載記事の工夫（授業等

学校生活全般の広報） 

 

特色ある学校の取組

（進学指導研究等）の

ＰＲの強化 

 

Ⅶ
 

地
域
交
流
等 

施
設
開
放 

(1)施設開放、公開講

座 

(ｱ)感染症対策や緊急事態宣言に

伴い、学校開放は限られた回数

のみ実施、公開講座は計画した

が実施できなかった。 

 

施設開放は2日 

 

公開講座は実施なし 

公開講座は戦争につ

いての講座9回74名、

英会話についての講

座1回５名、フランス

語講座１回15名。 

グランドやテニスコー

トの開放を実施 

公開講座は1講座を予

定 

 

地
域
と
の
か
か
わ
り 

(2)地域貢献意識を

高める。 

 

(3)オリパラ教育を

推進する。 

(ｲ)感染症対策や緊急事態宣言に

伴い、地域と連携した宿泊防災

訓練は中止だが、本校の避難所

施設の運営会議は開催され参

加。 

(ｳ)地域行事のオンライン開催へ

の取り組みを検討した。 

(ｴ)オリンピック選手の講演を予

定していたが中止となった。 

本校の避難所施設と

しての運営会議へ参

加。 

 

地域と連携に協力的 

地元自治会85% 

 

地元コミュニティセ

ンターとオンライン

で配信テストを実施 

宿泊防災では実践に

近い体験活動を行っ

た。 

地域に貢献できるボラン

テイア活動を一層推進し

てゆく。 

地域防災訓練では、地域の

人たちとの協働で取り組

む実践的なプログラムを

一層推進してゆく。 

Ⅷ
 

学
校
経
営
・
組
織
体
制
・
経
営
企
画
室
の
経
営 

学
校
経
営
・
Ｏ
Ｊ
Ｔ 

(1)業務の効率化を

推進し、ﾗｲﾌ･ﾜｰｸ･ﾊﾞ

ﾗﾝｽの実現を図った。 

(2)体罰、セクハラ、

個人情報保護など、

服務事故ゼロの校内

体制を維持充実させ

た。 

(3)主幹教諭、主任教

諭を活用として、組

織的・継続的なＯＪ

Ｔを通じて、人材育

成を行った。 

(4)校内研修を実施

し、教職員の資質・能

力の向上を図った。 

(ｱ)拡大分掌会や拡大学年会など

を実施し、課題の共有やと業務

の在り方を検討し、効率的な仕

事の進め方を工夫した。 

(ｲ)体罰、セクハラ、個人情報保護

など、具体的な事例を取り上げ

ながら、教員面接や校内研修、日

常の観察や声掛けなどで、服務

意識の徹底を図った。 

(ｳ)職層に応じた役割を明示し、

自己点検により課題の明確化を

図った。職層に応じた役割分担

を行い、組織的で計画的な人材

育成ができた。                                                               

(ｴ)服務事故防止研修、職員会議

等で模試分析会を実施した。 

拡大分掌会3回 

拡大学年会2回 

の実施。 

 

教員の相互授業見

学や若手教員の研

究授業を実施。 

 

教職員のお互いの

協力度90% 

 

 

 

 

 

職層に応じた自己点

検、指導・助言の担当

者を決定。教員向けの

研修、若手教員研究授

業 

若手教員研究授業 

職層に応じた自己点検、指

導・助言の担当者を早期に

決定し、継続して計画的・

組織的な人材育成に取り

組ませる。 

 

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト 

(5)学校運営連絡協

議会、保護者、同窓

会、地域等の意見・要

望を学校経営に活

用。 

(ｵ)学校評価アンケートで、保護

者からの回収率を高めることが

できた。 

(ｶ)生徒のアンケートをオンライ

ンで実施し、集計の効率化を図

アンケート 

回収率 

生徒  95% 

保護者 41% 

教職員 98% 

アンケート 

回収率 

生徒  99% 

保護者 11% 

教職員 72％ 

アンケートの回収率を

上げる工夫を実施 

生徒 100% 

保護者 50% 

教職員100% 



 

 

 った。 

 

  

新
教
育
課
程
等 

高大接続にかかわる

学力向上に向けた新

教育課程に取り組

む。 

 

次期教育課程の検討を進めるこ

とができた。 

新しい入試制度や新

学習指導要領への理

解95% 

 次期教育課程は引き続

き検討し決定する。 

 

読
書
活
動 

(6)学校司書・司書教

諭を中心に、教科・学

年・分掌と連携して

言語活動の活性化を

図った。 

 

 

 

 

(ｶ)感染症対策のためビブリオバ

トルは実施できなかった。 

 

(ｷ)教科指導やキャリア教育、特

別活動などで、図書館利用を促

進した。 

 

図書貸出数636冊 

来館者数1726名  

司書(業務委託)との

連携を行った。(書評

合戦、展示、ポスタ

ー作成等の広報活

動の促進等) 

図書貸出数2007冊 

来館者数9877名 

授業内、授業外での図

書館利用の一層の促進 

ビブリオバトルの全校

的取り組みの促進、オ

リンピック推進教育等

の他進路に関連した図

書館の有効活用の工夫 

図書委員会の主体的な

活動への一層の取り組

み。 

予
算
編
成 

(7)必要な品目を重点的

に予算配分し、計画的・

効果的に執行した。 

施設・設備・備品を適正

に管理し、有効に活用し

た。 

(ｸ)経営企画室と分掌・教科・部活

動の連携を密にし、予算編成・執

行を行った。 

(ｹ)感染症対策への取り組み、施

設・設備の点検を強化、安全確保

や美化・衛生に努めるとともに、

サポートを必要とする生徒など、

生徒が安心安全な生活が送れる

環境整備に取り組んだ。 

一般需用費センター

利用率45.2% 

予算執行率99%以

上 

一般需用費センター

利用率43.8% 

予算執行率99%以

上 

一般需用費学校経営支援

センター利用率50%以上 

予算執行率99%以上 

授
業
料
等 

(8)経営企画室と教

員が連携し、収納及

び執行管理を行っ

た。 

 

(9)公的支援に関し

て、確実な周知と適

切な対応を行った。 

 

(ｺ)納入状況を迅速に把握し、未

納者に対しては迅速な督促を行

い、早期納入に努めた。 

 

(ｻ)学校徴収金については、「学校

徴収金基本計画」に基づき、計画

的かつ適正な予算執行をした。 

 

(ｼ)学年と連携を密にして、就学

支援金・給付型奨学金・多子世帯

における授業料等支援事業等の

制度について周知し、申請書類

の確実な回収を図った。 

 

学校徴収金の未納

率0%, 

授業料納入対象者

の未納率0% 

学校徴収金の未納

率0%, 

授業料納入対象者

の未納率0% 

授業料及び就学支援金

の支給に関わる適正・

迅速化を継続して図

る。 


